
 

 

 

 

 

 

 

 
 

学ぶということ 
    

                                 校 長  廣 江  剛  

先日、本年度２回目の「学校運営協議会」（コミュニティ・スクール）を開催し、地域・保護者・関係機関

の皆様に「全国学力・学習状況調査」の結果を見ていただき、御意見を頂戴いたしました。その中で、本校

３年生の学習に取り組む姿勢が大変素晴らしいという話をさせていただきました。下記はそれを裏付ける調

査結果の抜粋です。（肯定的な回答の割合を％で示しています）全国平均と比べて特に高い優位性を示しており、

生徒の努力はもとより各家庭及び近隣小学校の御指導の賜物と思っております。 

生活や学習習慣に関する質問項目 本校％ 全国％ 差 

課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる    ９５．８ ７７．７ ＋１８．１ 

各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っている ８８．９ ７０．６ ＋１８．３ 

自分の考えがうまく伝わるよう資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表している ８３．３ ６３．０ ＋２０．３ 

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり新たな考え方に気付いたりすることができた    ９８．６ ８４．７ ＋１３．９ 

学習した内容について、分かった点やよくわからなかった点を見直し、次の学習につなげることができた ８６．２ ７３．４ ＋１２．８ 

ICT機器を使って情報を整理する（図・表・グラフ等を使ってまとめる）ことができる。 ７７．８ ６３．３ ＋１４．５ 

ICT機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド等）をすることができる ９４．５ ７６．６ ＋１７．９ 

また、１１月１２日、本校は市内中学校を代表して「進路指導・キャリア教育」の研究発表会を開催しま

した。研究の成果は学校Ｗｅｂページに掲載しておりますのでご覧ください。公開授業では、１年生は「学

習と社会とのつながりを考えよう」と題し、学ぶことの意義について話し合いました。２年生は「進路選択

の視野を広げよう」と題し、将来の見通しをもって進路選択することの大切さについて話し合いました。３

年生は「血の通った義足を作りたい」という教材の道徳の授業で、働くことの魅力ややりがいについて考え

ました。参観された他校の先生方からは、「自分の考えを可視化し、他人の考えを聞いて自分の考えをさらに

深めることができた授業だった」「生徒からの様々な意見を先生がどれも肯定的に受け止めていて、温かい授

業だった」等の感想をいただきました。各学年で「学ぶということ」「進路を選ぶということ」「働くという

こと」を学んできましたが、私から生徒に伝えたいのは、今の考えは成長とともにどんどん変わっていって

よいということです。様々な経験を積むほど考え方は広がり、多様な選択肢があることも知っていきます。

大切なのは、「今」を大切に生きることです。中学生という心も体も柔軟な素晴らしい時をどう生きるのかは、

皆さんの将来に影響を与えます。その中で、勉強を頑張るということは、誰にとっても重要なテーマである

ことに違いありません。偉そうに言いましたが、私は、中・高校生の頃は勉強があまり好きではなく、何で

勉強しなければならないのか悩んでいました。ただ、これまで色々な方々の考えに触れてきた中で、一番心

に刺さったのは、高校生から大学生の頃に心酔していた文豪、太宰治の文章でした。今もこう考えているか

といえば少し違いますが、何人かの心には響くかもしれないと思い、最後に紹介させていただきます。 
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学校教育目標 

『人間性豊かな 
実践力のある生徒』 

◆たしかな学力 
   ◆ゆたかな心情 
   ◆たくましい身体 

太宰 治『正義と微笑』より 
勉強というものは、いいものだ。代数や幾何の勉強が、学校を卒業してしまえば、もう何の役にも立たないものだと

思っている人もあるようだが、大間違いだ。植物でも、動物でも、物理でも化学でも、時間のゆるす限り勉強しておか
なければならん。日常の生活に直接役に立たないような勉強こそ、将来、君たちの人格を完成させるのだ。何も自分の
知識を誇る必要はない。勉強して、それから、けろりと忘れてもいいんだ。覚えるということが大事なのではなくて、
大事なのは、カルチベートされるということなんだ。カルチュアというのは、公式や単語をたくさん暗記していること
でなくて、心を広く持つということなんだ。つまり、愛するということを知ることだ。学生時代に不勉強だった人は、
社会に出てからも、かならずむごいエゴイストだ。学問なんて、覚えると同時に忘れてしまってもいいものなんだ。け
れども、全部忘れてしまっても、その勉強の訓練の底に一つかみの砂金が残っているものだ。これだ。これが貴いのだ。
勉強しなければいかん。そうして、その学問を、生活に無理に直接に役立てようとあせってはいかん。ゆったりと、真
にカルチベートされた人間になれ！（筑摩書房太宰治全集） 
※カルチベート：「耕す」「栽培する」「才能や品性を養う」「磨く」「洗練する」 

※エゴイスト：自分の利益や欲求を最優先し、他人の感情や利益を顧みない自己中心的な人 


